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　京都大学文学部史学科‘こおける西アジア史研究め新野に最初の手下を打ちこまれたのは英國牛

嶽学ぐ〉，・Ofイシ知加ツジ）ayツシリア轍授A・H・セイス触・・よってであった。

rそれ㌃ま天正六：年（19G7）　’aO月1甘（月づた開講され、　T1雇49（塚）に終講された「バビ漁

区ナに畳みる初期佳民め言語と女牽∫と題されだ特別講義によってであった。この特別講義に関

して、当時助教授（考古学）で後に、教授、総長となられたt故浜田耕作先生の筆になる一一・SCを

．滋と弓け誇：UTよう。・t”t　tttt　　：’　：　』”

　　「京都帝薗大挙文科大学1とては大正六年三月下旬来院爾束久しく滞洛なりし英国牛灘大学芋

捜弘チボ叫・ヘンサー辺イ矯士擁して洞璃。月拍よ晦朧個午后2割下

5賭に至る6回あ特射講義を、当科犬学錬翔館教蜜1ヒ於いて開き寸熟心なる教授学生其他来賓の

来聴あわ、虻の駐界的下働より親しく其の朝間的牽科に就き、脚下の一一一agを聴くことを得たるはs

ボ我国1挙界の最も光栄とする所なり。今其の講義め内容に就き梗概を左‘ζ録せes　．’」と6圓にわた

；うての講義ゐ概略を「芸叉」大正7年1層号（渉9年沖1号）14今ん152頁iこ記載されてい

る。セイス先生は終講の結語として「ズメル督学研究に特殊の便宜ある日本の学者が、将来此の

磯1と興味を持ち、欧州学音め造詣以上に出るβある訂ぎを期陣して巳まず。’髭の講演にして幸

‘と斜め解き研究の気蓬を助成するに多少の稗益あらば、余の至幸とする所なり」とて6圓の特別

講義を完了せられたと浜照先生は記しておられる。

　セイス先生御自身、この京大1こ於ける特別講義に関する思ひ出を6年後に英国マクミラン出版

会益から上梓された’t回想録」の445頁1こ次の如く皆野6ておられる。

　　「1σな丁日帝薗大学で一・・一・■連め講義を開始した。講義の題昌は「シユメ・一・一ル麦：学と言語」であ

ぢ厨め鵬は酒興継無下を弓iき6魔かっ属あであった．野人、とよ破野物

採用はセム語系のバビbニァ入による’シユメー〉レ又勃瑳三三と類似しているし、バビロニアの原

縮藩隊議繭融と蟻壁撫と1、細細そ幼顔鱗て賭。とは皆野樋
’・C・・’・・’ r’E・鹸た私は鎌蔽た・勿論私は黒㈱肱私は・勢1咳騨

警乱悪興轡）脚辮遷！r騨獅桝騨祭脳三下騰の
ヒとを奮々ちがうたiがたちセ表現した。r驚嘆ずべきは講座室はノートをもつた熱心な学生で充満

℃霞藤あら鵡群れ瞬国人総春蝉姦典赫あのものと執った．しかし2囎の

紳騨聴あ勉・岬騨勉鱒ζ醐醐があれ騨でお轡たしゃ
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け加へた。矛1回から畿后の講覇まで爽際聴講生の数は減らなかった。彼等はいそがしくノート

し、各時間のあとで彼等bseeraし鷹閣は高いtこζ撃く解し・了解したことを示した・Pt

界申何処に於てか、かか乙知識に対する純扉の熱情を摩出すことが出来ようが！」セイス先生は

京大での特別講義の印象を以上の如く記し、「私の講義は終らんどして誓）る。大挙は別離の宴を

私のためにもうけて「 ｭれ売。京都大学の’tt　一一ルに掲揚サるため写真がとられた。・12弩7H私は

数名の日本の友人と…爽に神戸に向つた。私の為に最後の騰餐が設けられi翌朝彼等と長崎行の汽

船の甲板上で別れをおしんだ。」”　“　　　　　 　・”　　　　　払

　面高罎教授（現名誉教授）は上鍛芸交144～148頁に「セイス教授を送る」の一交を寄せら

れs・「大正6年一1917年12塚7日目朝、同僚数入と共にセイス教授の西帰を東都駅に送った。

三たび来遊あれかしと翼ひ一一gsの平安を祈りつS別れを皆げた。うすら寒くどんよりと曇った空

晶擁とやら加ふな点綴の鹸力・二二め晒行きの櫛の窓を凱て段・見えなく

彗つた面分ICは、深いきびしみを感ぜずに居られなかった。・」・・……・・「この宴の後s　10H

輝三三永ラ胤ま嫡都の地を訟・たあであ・山回れがましし搬嘱
かの小じんまりとした離撹、ひとり面影を宿して其人をならかしまするのみでなく、日：本のスメ

リオロジ」興隆の所として記念すべきあ到来｝E？期待したいものである。」

　紫柑先生の文中1ご「三慶来遊∴・・。・」とあるは、セイ久先生は既に「1912年」に来員され、

この時京都では同志社と三二帝大で「・一語一・語の通訳付き」で講演をされている。　「圃想録」・に

ある記念撮影の写真は現在考古学教室に掲揚されている。大薦6年には未だ現在の文学部が交科

大学と称せられでいた時代である。かつて浜田先生からうかがったのであるが、セイ、ス先生に薄

する特別講義の謝礼は600需であり、セイス先生は将来アジア学研究の一助にもとその謝礼金を

寄附されたので、その御三意の寄附金をもとにして、三二轡版されていたシュメール語、アッシ

リア語の文法書、㌦大英博物館出版の「襖形交字三献集」等を購入し、将三二はれるであらう研究

者の使用を待たれたとのこどである。緒1毒ほ考古学教箋に保管されている。　　；、…1。

　以上京都大学換言すれば籔本に於ける幽アジア学の研究の最初の学術杓手引は牛津大学アツシ

無難警嫡批嚇魅騨19警1弩・町1高
　壕奢は京都大学に焚ける西ブジア学発祥の藝構をこれに関係された5人の先生の記録によって

紹介した次馬である。因に1φ17年には筆者は岡山一中の中学生であり、その後乙部省在学研究

員として192ウ年5層下旬、牛津大学にて始めて、あこがれのセイス老先生に拝顔の栄に浴し、

爾後一年有半、直援応接の御指導を同大学にて賜はつたのである。　一1957elO・1。一一
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